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「
東
久
留
米
市
議
会
議
員
定

数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」（
以
下
「
原
案
」
と
い
う
。）

は
、
平
成
15
年
第
４
回
定
例
会

（
12
月
５
日
）
に
議
員
提
出
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
議
会
運
営
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な

り
、
そ
の
後
設
置
（
平
成
16
年

第
２
回
定
例
会
初
日
）
さ
れ
た

「
東
久
留
米
市
議
会
議
員
の
定

数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
に

付
託
替
え
さ
れ
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
第
８
回

委
員
会
（
平
成
18
年
２
月
13
日
）

に
お
い
て
、
議
員
定
数
を
20
名

と
す
る
原
案
と
同
委
員
会
に
提

出
さ
れ
た
２
件
の
修
正
案
と
と

も
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
で
は
、
議
員
定
数
を
23

名
と
す
る
修
正
案
は
賛
成
少
数

で
否
決
、
22
名
と
す
る
修
正
案

は
賛
成
多
数
で
可
決
。
次
に
修

正
可
決
し
た
部
分
を
除
く
原
案

を
採
決
し
た
と
こ
ろ
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
本
会
議
（
３

月
１
日
）
に
お
い
て
も
同
様
の

平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算

案
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・
老

人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
・
受
託
水
道
事
業
の
５
特

別
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特
別

委
員
会
（
３
月
16
日
・
17
日
・

20
日
・
22
日
の
４
日
間
）
を
設

置
し
、
岸
伊
佐
雄
委
員
長
（
自

民
・
市
民
ク
ラ
ブ
）
藤
本
公
子

副
委
員
長
（
公
明
党
）
の
も
と

で
、
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
27
日
の
本
会
議
で
は
、

各
会
派
代
表
に
よ
る
討
論
（
予

算
案
に
対
す
る
意
見
表
明
）

が
行
わ
れ
た
後
、
一
般
会
計
と

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

下
水
道
事
業
の
３
特
別
会
計
予

算
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

の
２
特
別
会
計
予
算
案
は
、
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
は
、

322
億
３
千
800
万
円
（
前
年
度
比

３
・
７
％
減
）
。
５
特
別
会
計

を
含
め
た
総
額
で
は
、
590
億

５
千
365
万
６
千
円
と
な
り
、
前

年
度
比
較
で
は
、
10
億
６
千
194

万
１
千
円
（
１
・
８
％
）
減
の

緊
縮
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
で
の
歳
出

を
中
心
と
し
た
質
疑
と
、
３
月

27
日
の
本
会
議
で
の
各
会
派
の

予
算
案
に
対
す
る
意
見
表
明
の

あ
ら
ま
し
は
、
３
面
か
ら
５
面

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
東
久
留
米
市
乳
幼
児
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」は
、３
月

14
日
の
厚
生
委
員
会
で
審
査
さ

れ
３
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い

て
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、東
久
留
米
市
の
単
独

事
業
で
、
現
在
は
１
歳
児
未
満

の
乳
幼
児
医
療
費
制
度
の
所
得

制
限
を
撤
廃
、
こ
れ
を
２
歳
児

未
満
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

【
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か
ら
】

―
―
本
市
が
所
得
制
限
を
23

区
同
様
と
し
た
場
合
の
負
担
は
。

答
弁

３
歳
未
満
児
ま
で
の
拡

平
成
18
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
27
日
の
27
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
東
久
留
米
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
は
じ
め
、
市
長
提
出
議

案
29
件
、
調
査
報
告
１
件
、
議
員
提
出
議
案
16
件
（
意
見
書
案
11
件
、
決
議
案
３
件
含
む
）、
請
願

８
件
、
陳
情
40
件
を
審
議
し
ま
し
た
（
結
果
は
、
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

わくわく健康プラザ（旧滝山小学校・５月８日オープン）

大
で
約
800
万
円
。
小
学
校
就
学

前
ま
で
で
は
約
２
千
700
万
円
必

要
。―

―
子
育
て
環
境
を
充
実
す

る
今
後
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答
弁

所
得
制
限
撤
廃
の
年

齢
は
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
国
・
都
の
状
況
、
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
最
終
的
に

判
断
す
る
。

―
―
ゼ
ロ
〜
６
歳
の
人
口
に

占
め
る
助
成
対
象
者
の
割
合
は
。

答
弁

２
月
現
在
で
約
９
割

の
方
が
対
象
と
い
う
状
況
。

か
ら
多
く
の
質
疑
が
出
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
原
案
お
よ

び
２
件
の
修
正
案
を
合
わ
せ
て

討
論
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
賛
成

と
反
対
の
双
方
の
立
場
か
ら
意

見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
本
会

議
で
は
質
疑
は
な
く
、
討
論
で

は
７
名
の
議
員
か
ら
意
見
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

r
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
s

「
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
は
、
３
月
13
日
の
総
務

委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
３
月
27

日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

18
年
度
以
降
の
年
度
分
の
国
民

健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
介
護

分
の
均
等
割
額
・
賦
課
限
度
額

を
改
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
改

定
に
よ
る
低
所
得
世
帯
の
国
保

税
の
軽
減
措
置
に
伴
う
減
収
分

を
補
填

ほ

て

ん

す
る
保
健
基
盤
安
定
負

「
東
久
留
米
市
市
民
生
活
館

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
は
、

３
月
13
日
の
総
務
委
員
会
で
審

査
さ
れ
、
３
月
27
日
の
本
会
議

に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
市
民
生
活
館
が
昭

和
57
年
４
月
に
開
館
し
、
消
費

者
セ
ン
タ
U
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
U
機
能
を
持
つ
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
U
が
本
年

６
月
に
開
館
さ
れ
る
こ
と
や
中

央
地
区
の
公
共
施
設
立
地
状
況

な
ど
勘
案
し
、
本
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
閉
館
す
る
も
の
で
す
。

【
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か
ら
】

―
―
閉
館
後
の
市
民
活
動
の

場
の
確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁

日
常
的
な
サ
U
ク
ル

利
用
等
は
、
他
の
公
共
施
設
を

活
用
願
う
。
消
費
者
セ
ン
タ
U

機
能
の
う
ち
、相
談
は
、本
庁
舎

へ
の
移
転
で
同
様
の
体
制
で
臨

む
。
展
示
や
資
料
は
本
庁
舎
等

へ
の
配
置
を
含
め
、
今
ま
で
と

同
様
に
普
及
啓
発
。
グ
ル
U
プ

活
動
室
は
、
消
費
者
団
体
と
事

業
共
催
の
形
で
、
事
業
規
模
は

継
続
で
き
る
よ
う
協
議
し
た
い
。

―
―
消
費
者
行
政
を
ど
う
位

置
づ
け
て
い
く
の
か
。

答
弁

こ
れ
ま
で
も
消
費
者

団
体
と
は
企
画
段
階
か
ら
の
事

業
立
案
・
実
施
評
価
な
ど
で
長

い
歴
史
が
あ
る
。
今
後
も
法
の

趣
旨
の
実
現
に
努
め
て
い
き
た

い
。―

―
市
民
生
活
館
を
解
体
せ

ず
、
売
却
で
き
な
い
か
。

答
弁

契
約
面
か
ら
検
討
は

し
て
み
た
い
。

「
東
久
留
米
市
下
水
道
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

３
月
14
日
の
建
設
委
員
会
で
審

査
さ
れ
、
３
月
27
日
の
本
会
議

に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

本
案
は
、東
久
留
米
市
下
水
道

使
用
料
等
検
討
委
員
会(

17
年

６
月
設
置)
の
報
告
を
踏
ま
え
、

当
面
の
汚
水
処
理
経
費
回
収
率

を
63
・
１
％
程
度
と
し
下
水
道

使
用
料
を
本
年
７
月
１
日
か
ら

平
均
改
定
率
を
10
％
と
し
て
い

ま
す
。

【
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か
ら
】

―
―
３
年
間
で
改
定
率
を
10

％
に
し
て
い
く
考
え
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
弁

定
期
的
な
使
用
料
見

直
し
の
中
で
、
今
回
、
市
民
意

見
と
し
て
い
た
だ
い
た
一
定
率

の
数
値
を
踏
ま
え
、
よ
り
健
全

性
を
求
め
、
一
括
改
定
を
提
案
。

―
―
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁

本
来
、
下
水
道
事
業

は
、
使
用
料
で
賄
う
の
が
原
則
。

極
力
繰
入
金
を
増
加
さ
せ
ず
事

業
展
開
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

―
―
経
費
削
減
の
具
体
的
取

り
組
み
は
。

答
弁

平
成
15
年
の
組
織
改

正
で
、
一
係

い
ち
が
か
り

お
よ
び
職
員
２
名

を
削
減
。
水
質
調
査
を
市
独
自

か
ら
流
域
各
市
共
同
に
改
め
た
。

今
後
も
経
常
的
事
務
等
を
精
査

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

―
―
地
下
水
利
用
の
場
合
の

使
用
料
は
。

答
弁

汲
み
上
げ
た
水
量
を

使
用
料
と
し
て
い
る
。

―
―
地
下
水
大
量
汲
み
上
げ

業
者
へ
の
課
税
等
の
考
え
は
。

答
弁

現
在
そ
の
考
え
は
な
い
。

市
議
会
は
、
平
成
16
年
第
２

回
定
例
会
初
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
「
東
久
留
米
市
議
会
議

員
の
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
委

員
会
で
は
約
20
カ
月
に
わ
た
り

調
査
・
研
究
を
行
い
、
平
成
18

年
３
月
１
日
の
定
例
会
本
会
議

で
報
告
し
、
全
議
員
の
承
認
を

得
ま
し
た
。
こ
こ
に
調
査
研
究

の
経
緯
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
調
査
・
研
究
の
経
緯
】

平
成
16
年
６
月
16
日
の
第
１

回
委
員
会
か
ら
平
成
18
年
１
月

27
日
ま
で
の
７
回
に
わ
た
る
調

査
・
研
究
で
は
、
東
京
都
26

市
・
全
国
類
似
団
体
等
の
市
議

会
議
員
定
数
と
最
近
５
カ
年
間

の
改
定
状
況
、
本
市
の
人
口
推

計
と
選
挙
人
名
簿
登
録
数
等
、

多
数
の
資
料
の
収
集
、
分
析
・

検
討
を
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

第
４
回
委
員
会
（
平
成
17
年

２
月
18
日
）
で
は
、
各
委
員
か

ら
議
員
定
数
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
意
見
・
見
解
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
削
減
す

べ
き
と
の
意
見
と
削
減
に
反
対

す
る
と
の
意
見
に
大
別
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

第
５
回
委
員
会
（
平
成
17
年

10
月
24
日
）
か
ら
第
７
回
委
員

会
（
平
成
18
年
１
月
27
日
）
ま

で
、
報
告
書
作
成
に
向
け
た
協

議
を
し
、
第
７
回
委
員
会
に
お

い
て
、
報
告
書
案
の
承
認
を
得

ま
し
た
。

な
お
、
報
告
書
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
多
数
決
に
よ
り
１
つ

の
意
見
に
集
約
す
る
こ
と
を
せ

ず
、
各
委
員
の
意
見
を
要
約
・

併
記
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

r
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
s

採
決
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

原
案
は
、
昨
今
の
社
会
経
済

状
況
お
よ
び
民
意
を
考
慮
し
、

併
せ
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
議
員
定
数
を
現
行
24
名

か
ら
20
名
に
改
め
、
次
の
一
般

選
挙
か
ら
適
用
す
る
と
し
、
賛

成
者
を
含
め
た
３
名
の
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
原
案
お
よ
び
修

正
案
の
提
案
者
に
対
し
、
委
員

担
金
の
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

【
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
と
意
見
】

―
―
改
定
に
当
た
り
配
慮
は
。

答
弁

近
隣
市
は
ま
だ
６

割
・
４
割
の
軽
減
措
置
で
、同
じ

所
得
で
の
近
隣
市
と
の
比
較
で

は
、
本
市
の
方
が
低
廉

て
い
れ
ん

な
税
で

国
民
健
康
保
険
が
利
用
で
き
る
。

―
―
問
題
な
の
は
50
対
50
の

応
能
・
応
益
割
合
を
維
持
す
る

た
め
に
賦
課
限
度
額
が
上
が
り
、

均
等
割
額
を
引
き
上
げ
る
結
果

と
な
っ
た
。
こ
の
考
え
に
は
納

得
で
き
な
い
。
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